
科目名
学年 2年 学期 通年 必修 単位数 3
分野 授業形式 講義 10G02_20160 単位区別 履修単位

学習目標

進め方

履修要件

1 (4) B1:2
2 (4) B2:2
3 (4)
4 (4)
5 (2)
6 (2)
7 (1)
8 (1)
9 (4)

10 (4)
11 (4)
12 (4)
13 (4)
14 (2) B1:2
15 (1) B2:2
16 (4)
17 (4)
18 (4)
19 (4)
20 (2)
21 (2)
22 (1)
23 (1)
24 (4)
25 (4)
26 (4)
27 (4)
28 (5)
29 (1)
30 (1)
31
32
33
34
35

評価方法
関連科目

教材
備考

科目番号一般 

①第２章

学習項目 学習到達目標
①の教材導入および　①第１章
構文の習得に努める。　　　　　　

①第３章
①第４章

畑　伸興

英語を学ぶときには、４技能の習得が不可欠である。この授業では、Reading力を身につけることに重点を置く。そのために
は、文法力および単語力が必要である。したがって、文法力の強化および語彙の習得に努める。

教材は２種類用いる。①「学習目標」に述べたように、Reading力を身につけるために、構文の習得に力を入れる。②また、文
法力を身につけるために、英文法・語法の問題集を使用する。

英語Ⅰ 担当教員
履修条件

（時間数）

②Chapter1～4および③自作プリント
②Chapter1～4および③自作プリント
予備
前期中間試験
試験返却および　①第５章
①第６章
①第７章
①第８章
②Chapter5～8および③自作プリント
②Chapter5～8および③自作プリント
前期期末試験
試験返却および　①第９章

予備
後期中間試験
試験返却および　①第１３章

①第１０章
①第１１章
①第１２章
②Chapter9～12および③自作プリント

学習内容

学年末試験
試験返却

①第１４章
①第１５章
①第１６章
②Chapter13～15および③自作プリント

②Chapter9～12および③自作プリント

この教材で学ぶ構文は次の通りである（番号は章の番号）
1　主語に注目したい構文　2　目的語・補語に注目したい構文
3　動詞に注目したい構文　4　助動詞に注目したい構文
5　代名詞に注目したい構文　6　不定詞に注目したい構文
7　分詞に注目したい構文　8　動名詞を含む構文
9　関係詞を含む構文　10　比較を表す構文
11　時・理由を表す構文　12　条件・仮定を表す構文
13　目的・結果を表す構文　14　譲歩を表す構文
15　否定を表す構文　16　特殊な構文

②の教材および③自作プリント
英文法・語法の強化に努める。
自作プリントを使用し、文法事項の強化を図る。

①　金谷憲　監修「エキスパート最新英語構文１２４」 文英堂　②　三浦淳一　著「英文法・語法ターゲット５５５ 」 旺文社　③自作プリント

意欲をもって、受講することを望む。

年４回の定期試験を70%、課題や授業態度などを30%とし、総合評価を行う。
英語Ⅱ


